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 医薬部外品の製造販売承認申請及び化粧品基準改正要請では従来、ウサギを用いた急性

眼刺激性／腐食性を評価する Draize 法（OECD TG405）が用いられてきました。 

しかし、2013年にEUで化粧品に対する動物実験が禁止されたことを契機として、

OECDは眼刺激性試験に関する in vitro 試験法である、再構築ヒト角膜様上皮モデル法を

採択しました。  

 NBRではOECD TG492の「眼刺激性試験のヒト角膜上皮モデルを用いた代替法」が 

実施可能です。是非お問い合わせください。  
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Nihon Bioresearch Inc. 

〒501-6251 岐阜県羽島市福寿町間島6丁目104番地 

TEL 058（392）2431  FAX 058（392）1284 

URL：httpｓ://www.nbr.co.jp/ 

当社は、JAPICの動物実験実施施設認証を取得しています 

OECD TG492に示されている検体の眼刺激性判定とＮＢＲの実験結果は一致した。 


